
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２２年１０月５日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

（緊急アピール）国立大学の予算の確保にご支援を 

１．国立大学フェスタ 2010 

２．ＳＣＩＴＡセンターに実験用測定器が寄贈されます。 

３．ＡＭＳで「長谷堂城大手門扉」の年代確定 

４．文部科学省「大学生の就業力育成支援事業」に採択 

５．学園祭の季節です!！学生たちの企画を見てください！ 

６．ツリーハウス完成 

７．キャッチボールしよう ＩＮ 山形 

８．東京で有機ＥＬセミナーを開催 

お 知 ら せ 

１．地域教育文化学部「金山町ふるさと壁画プロジェクト」 

２．工学部創立１００周年事業 

３．工学部荒川サテライト・オープンカレッジ 

「事業収益性を高めるために本当は必要なこと」 

４．「市民後見人養成講座」 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：平成２２年１０月１９日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



国立大学国立大学国立大学国立大学のののの予算予算予算予算のののの確保確保確保確保にごにごにごにご支援支援支援支援をををを（（（（緊急緊急緊急緊急アピールアピールアピールアピール））））    

    

 

 山形大学に対して国から交付される運営費交付金は、効率化（▲１％）などにより年々

減少しており、平成１６年度の法人化以降約６億円削減されております。この間、本学で

は、外部資金の獲得や附属病院収入の増収、人件費や管理的経費の抑制などの経営努力を

行いつつ、教育研究診療機能の高度化、学生支援の充実、地域貢献に取り組んでまいりま

した。 

 

 文部科学省の平成２３年度概算要求については、「要求額」として、６，２０６億円の減

額を行い、これに「元気な日本復活特別枠」を活用した、８，６２８億円の要望額を合わ

せ、総額５兆８，３４８億円（対前年度２，４２２億円増）の要求・要望額となっており

ます。 

 

 「特別枠」要望の中には、 

◆無利子奨学金の大幅拡大や授業料免除枠の拡大 

◆新成長戦略の実現に資する新たな教育研究プロジェクトの推進 

◆国立大学附属病院の教育研究体制の充実強化 

◆きめ細かな学生支援 

◆若手研究者のチャレンジ機会の拡充や「研究費の複数年執行」を可能とするための

「科学研究費補助金の改革」 

◆施設の耐震化の推進 

など国立大学に関係する多くの事項が含まれております。 

 

 「特別枠」要望については、国の予算の透明化・見える化を進め、国民の声を予算編成

に反映させる試みとして、パブリック・コメント（９月２８日～１０月１９日）が実施さ

れております。パブリック・コメントの結果は、平成２３年度の予算編成において、政策

の優先順位づけの基礎資料とすることとされております。 

 

 つきましては、国立大学関係予算の確保に向けて、国民の皆様からのご意見をパブリッ

ク・コメントにお寄せいただくよう、ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

平成２２年１０月５日 

 

                     国立大学法人山形大学 

                      学長 結 城 章 夫 

 

パブリック・コメントへ(リンク)  http://seisakucontest.kantei.go.jp/ 





プレス発表資料 

平成 22年 10月 5日 

山 形 大 学 

国立大学フェスタ 2010 

全国立大学が「国立大学フェスタ2010 」を実施します。 

(社)国立大学協会は、本年１０月及び１１月の間において各大学や支部毎において、大学 

の施設を開放したり、教育研究活動を広く紹介するなどの「国立大学フェスタ 2010 」 

を実施します。 

山形大学においては、既にお知らせしているものも含め、別紙のとおり実施します。 

〔目的〕 

自大学の学生、教職員のみならず、保護者、地元政財界など大学所在の地域の関係者、 

更には広く国民に対して、大学の施設の開放や大学が行う教育研究活動の紹介などを通じ 

て、大学が果たす役割や存在意義の重要性についての理解を得るために実施します。 

〔背景〕 

大学の存続と発展を支えているのは、 大学に対する社会全体の正しい理解と信頼であり、 

ホームページをはじめ様々な機会・媒体を通じて、大学の教育研究活動を広く社会に発信 

することが重要です。 

また、国立大学法人運営費交付金を含む平成２３年度予算の概算要求が８月末に行われ 

たところですが、その査定に当たっては広く国民の意見が反映される見通しであることか 

ら、大学の果たす役割を積極的に国民に説明し、理解を得ることが不可欠と考えます。 

なお、登録イベントにつきましては「国立大学フェスタ 2010 」のロゴによりＰＲを 

行います。 

（お問い合わせ） 

山形大学総務部総務ユニット 

電話：０２３（６２８）４００３



○合計２8件（人文２、地教２、理２、工５、農８ほか９件） 
学　部　等 事　　　　　業　　　　　名 

人文学部 10月12日 ほか 公開講座「嵐の中の日本企業」ー再生への道標ー 

（10/12、10/19、10/26、11/2、11/9） 

10月16日 ほか 都市・地域学研究所公開講座「山形の魅力再発見パート８」 

（10/16、10/30、11/7） 

地域教育文化学部 10月20日 ふるさと壁画プロジェクト除幕式 

11月9日 栄養士養成のための臨地実習成果発表会 

理学部 10月23日 ～24日 公開講座「ＤＮＡでつなぐサイエンス」 

10月24日 理学部研究室公開 

（公開講座・学園祭に合わせて研究室の一部を公開） 

工学部 10月2日 ロボットデザインセンター公開講座 

「ロボットの未来・明日のカタチ」 

10月9日 重要文化財コンサート　 ルネサンス・カフェ「癒しの響き」 

10月9日 第４回　ホームカミングディ　

　山形大学工学部１００周年記念講演会「母校設立と米沢市発展への戦略」 

10月16日 ほか 理科実験教室（工学部）出前実験教室 （10/16、10/26） 

11月30日 有機ＥＬセミナー 

｢地域に根ざし世界をめざす 有機エレクロニクスの未来」－山形大学の挑戦－ 

農学部 10月1日 ～29日 収穫体験「大学農場へ行こう 

10月2日 「森の学校」（小学生を対象とした演習林での体験学習） 

10月5日 ほか 実践講座「おしゃべりな畑」（募集終了） 

（10/5、10/19、11/2、11/16、11/30） 

国立大学フェスタ２０１０　　登録イベント 

実施日



10月7日 ほか 農学部　農学紹介講座「農学の夕べ」 

（10/7、10/14、10/21、10/28、11/4、11/11、11/18、11/25） 

10月9日 演習林におけるツリーハウスの完成披露会 

10月16日 ～17日 平成２２年度　緑の鶴岡農林水産祭りへのブース 出展 

10月30日 ほか 農業体験「わんぱく農業クラブ」 

（10/30、11/13） 

11月6日 女性研究者裾野拡大セミナー 

「大学院生に聞いてみよう！大学での生活ってどんな感じ？」 

全学共通 大学祭　

10月9日 ～11日 　　　吾妻祭　 山形大学工学部キャンパス 

10月10日 　　　希華祭 　山形大学飯田キャンパス 

10月23日 ～24日 　　　八峰祭 　山形大学小白川キャンパス 

11月6日 ～7日 　　　１１月祭 山形大学農学部キャンパス 

SCITAセンター 10月1日 ほか 科学実験教室 

山形県内を初めとする小学校から高等学校を対象に理科学習普及のための実験教 
室を開催している。 

11月19日 講演会 

次世代を担う女性研究者による未来予想図～元気な女子が未来を支える～」 

小白川 10月2日 ～16日 ふすま同窓会９０年記念祭　展示会 

附属博物館 10月16日 ほか 公開講座「植物の魅力を訪ねて」　

　 山形市野草園（10/16）　

小白川図書館１階　シアタールーム（10/23、10/30） 

10月22日 ～11月2日 山形の植物展（場所：小白川図書館）

　山形県の植物のさく葉標本等を展示 

11月下旬 ～12月上旬 疋田豊治ガラス乾板写真展 

附属図書館 11月中旬 ～ ドキュメンタリ映画上映会 

保健管理センター 11月5日 公開講座「発達障害の理解と支援についてー支援を中心に」



プレス発表資料 

平成 22年 10月 5日 

山 形 大 学 

ＳＣＩＴＡセンターに実験用測定器が寄贈されます。 

山形東亜ＤＫＫ(株)様から、ＳＣＩＴＡセンターに４種の測定器が寄贈 

されます。 

【寄贈式】 

日 時：平成２２年１０月１８日（月） １５：００～１５：３０ 

場 所：山形東亜ＤＫＫ株式会社（新庄市大字福田字福田山 711 番地 109） 

山形東亜ＤＫＫ株式会社様は、平成２年１０月に新庄中核工業団地に設立されました。 

本年１０月で創立２０周年を迎え、地域の理化学教育、環境教育に役立ててもらいたい 

とのご厚意により、山形大学ＳＣＩＴＡセンターにｐＨ（水素イオン指数）計、ＯＲＰ（酸 

化還元電位）計、ＤＯ（溶存酸素）計、ＶＴ（温度）計を寄贈いただくことになりました。 

これらの測定器は、平成１５年から山形大学大学院理工学研究科生体センシング機能工 

学分野 神戸士郎教授との共同研究の成果として開発、製品化されたものです。 

平成１８年には国内特許出願、平成１９年には米国での特許出願も完了しております。 

山形大学ＳＣＩＴＡセンターは、理科学習の普及活動を促進するための本学独自のプロ 

ジェクトである「やまがた未来科学プロジェクト」に基づいて、科学的思考能力を備えた 

将来の山形あるいは日本を支える人材を育成する目的で設置されております。 

小学生から大人まで，全県民を対象に開催する体験型の科学実験教室プログラムが提供 

できる施設に、最適な実験用測定器が設置されます。 

（お問い合わせ） 

山形大学ＳＣＩＴＡセンター 

電話：０２３（６２８）４５０６











プレス発表資料 

平成 22年 10月 5日 

山 形 大 学 

ＡＭＳで「長谷堂城大手門扉」の年代確定 

山大総研に東北・北海道地区として初めて導入した、高感度加速器質量 

分析装置（ＡＭＳ）の成果が出ました。 

本学博物館所蔵の「長谷堂 
は せ ど う 

城 
じょう 

大手 
お お て 

門 
もん 

扉 
とびら 

」は、慶長５年(1600)９月直江兼継が出羽に最上 

義光を攻めた際に、慶長出羽合戦と称された決戦の地、長谷堂城の大手門の扉として伝わる 

ものです。 

城の門番を勤めた者の家の天井に吊されて、代々保存されていました。戦いのさなかに上 

杉勢の放った鉄砲の弾跡が残されているなど、長谷堂合戦を語る貴重な資料です。 

その資料を、本年６月に上山の山形大学総合研究所に設置された、高感度加速器質量分析 

装置（ＡＭＳ）で初めて測定を行いました。 

その結果、これまでの言い伝えと矛盾しない測定結果が示されました。 

本学が所蔵する、歴史的にも貴重な資料の年代が科学的に証明されたことにより、資料の 

価値もより高くなりました。 

また、高感度加速器質量分析装置の有効性、信頼性も確認されました。 

長谷堂城大手門扉は、小白川図書館１階に展示しております。 

※慶長出羽合戦： 

この戦いは、奥羽（出羽）の関ヶ原ともよばれ、霞城公園に建つ義光像の指揮棒が指すところこそ決 

戦の地、長谷堂です。 

長谷堂城は山形城の西南７㎞ほどの独立丘陵に築かれた山形城の支城でした。 

猛攻をかける上杉軍、地の利を活かし必死の攻防を繰り広げる最上軍、激しい戦闘は半月にも及 

びますが、戦況は関ヶ原での東軍勝利の報がもたらされたことで一変します。 

石田三成の西軍が敗れ、最上軍を相手に戦をしている場合でなくなった上杉軍の撤退が開始され 

るのです。 

（お問い合わせ） 

山形大学博物館 

電話：０２３（６２８）４９３０













プレス発表資料 

平成 22年 10月 5日 

山 形 大 学 

文部科学省「大学生の就業力育成支援事業」に採択 

山形大学が応募した「学外連携学習を活用した実践的就業力育成」 

プロジェクトが採択され、就業力育成の一層の強化を図ります。 

「学外連携学習を活用した実践的就業力育成」の概要 

いま大学には、地域・社会の変化を踏まえた就業力育成の強化が求められています。 

そこで、山形大学では、「エリアキャンパスもがみ」で行われている地域活性化の活動、 

ＳＣＩＴＡセンターで行われている理科学習普及のための体験プロジェクト、立命館大学と 

の相互交流活動など、学生が行う多様な教室外の学習活動を適正に位置付けることで、就業 

力育成の一層の強化を図る取り組みを実施します。 

☆５つのポイント 

１．教室外の学習成果をＰＢＬとして体系化 

２．正課カリキュラムとの関係を整理、新科目の開設 

３．獲得した能力を就業力として見える化 

４．就業力コミュニティサイトの構築 

５．５年間、合計約１億円規模の中期的プロジェクト 

※文部科学省「大学生の就業力育成支援事業」 

平成２２年度文部科学省「大学生の就業力育成支援事業」は、大学内組織の有機的な連携による全 

学的な体制の下、入学から卒業までの間、実学的専門教育を含む体系的な指導を行うことを通じて、 

学生の卒業後の社会的・職業的自立が図られるよう、大学の教育改革を国が支援するものです。 

５月２８日に公募が締め切られ、４４１件の応募のうち、９月１０日に閣議決定された「新成長戦 

略実現に向けた３段構えの経済対策」を踏まえ、当初予定されていた選定件数（１３０件程度）を上 

回る１８０件が採択され、９月２８日に発表されました。 

（お問い合わせ） 

山形大学教育企画室 講師 松田岳士 

電話：０２３（６２８）４９８１



平成２２年度文部科学省大学生の就業力育成支援事業 

「学外連携学習を活用した実践的就業力育成」の概要 

５つのポイント 

１．教室外の学習成果を PBL として体系化 

２．正課カリキュラムとの関係を整理，新科目の開設 

３．獲得した能力を就業力として見える化 

４．就業力コミュニティサイトの構築 

５．５年間，合計約１億円規模の中期的プロジェクト 

厳しい雇用情勢の中，学生の就職難が大きな社会問題となり，大学には，地域・社会の 

変化を踏まえた就業力育成の強化が求められています。山形大学では，昨年の大学教育推 

進プログラムに採択された学士課程教育構築のプログラムとあわせ，今回，学生が行う多 

様な教室外の学習活動を適正に位置付けることで，就業力育成の一層の強化を図る取組を 

申請し，採択されました。今後，平成 26 年度までの５年間で，概ね１億円の財政措置を受 

け，事業を推進していくこととなります。 

山形大学では，「自然と人間の共生」に基づいた地域及び国際社会との連携を基本理念 

の一つとして，教室外で行われる多彩な教育・学習活動に力を入れています。エリアキャ 

ンパスもがみで行われている地域活性化の活動，ＳＣＩＴＡセンターで行われている理科 

学習普及のための体験プロジェクト，立命館大学（京都市）との連携で行われている学生 

の相互交流活動などがこれにあたります（別紙：資料１のとおり） 

現在，大学の卒業者に求められている就業力は，大学での座学の講義を聴くだけでは充 

分に習得されず， このように様々な場で実地の経験を積むことによって身に付くものです。 

本学でこれまで行われてきた多彩な学外連携学習は， まさにこの役割を果たすものですが， 

正課教育のカリキュラムと関連づけた体系 

化が行われていないため，教室内で修得し 

た知識やスキルとの関係が明確ではありま 

せん。 

このため，学生にとっては，このような 

学外連携学習活動が，学生生活のハイライ 

トとして鮮明に記憶に残っているにも関わ 

らず，その活動が，自らの就業力との関係 

で，どの部分の育成を果たしたかが分から 

ず，結果的に，就職活動などの場面での自 

己アピールに結びついていません。 

そこで，本取組では，現在行われている学外連携学習を PBL（Project­Based Learning)と 

して体系化し，この活動に参加することによって身に付く就業能力を明確にします。企業 

等での採用の際には，「職業人として優れた行動を生み出す要因（差別化要因）」である



コンピテンシが重視されます。本取組では，このコンピテンシの観点から，学外連携学習 

により得られる効果が，社会人基礎力（経済産業省）や若年者就業基礎力（厚生労働省） 

のどの部分に対応するかを明示し，学生がエントリーシートへの記入や採用面接等の場面 

で，自分が身に付けた能力を，客観的にアピールできる形で示します。 

また，それぞれの学外連携学習のプログラムごとに，その活動に参加することによって 

得られる能力の種類とレベルが示されることで，学生が学外連携学習に参加する際にも， 

主体的に参加できる上， 活動後に自分の能力向上について振り返ることが可能となります。 

さらに，現在開講されている，基盤教育（共通教育）の各科目や，専門教育のキャリア 

形成科目について，就業力の観点から位置づけを明確化し，体系的に見えるようにすると 

ともに，能動学習型のキャリア形成科目 

を新規に開講し，就業力育成の拡充を図 

ります。 

さらに，活動の記録・分析や，見える 

化された情報提供のために，就業力コミ 

ュニティサイト（仮称）をバーチャル空 

間に構築し，学生を中心とする関係者の 

情報交換の場としても活用します。 

これらの事業を通じて，本取組では， 

対象学部におけるキャリアガイダンスの 

必修化に対応します。これまで，キャリ 

ア形成は就職支援の立場から行うものと 

の理解が強く，特に正課教育との整合が 

図られてきませんでした。 平成 23 年から 

のキャリアガイダンスの必修化は，正課 

教育，課外活動，学外活動，就職支援をトータルに行うことを求めています。本取組の実 

施により，山形大学では，学部段階の全ての活動の成果を，個々の学生の就業力に対応さ 

せ，社会に求められる人材の輩出につなげたいと考えています。 

就業力：大学の正課教育で修得した知識・スキルを，実社会，とりわけ業務と結びつけて 

行動できる能力 

PBL(Project­Based Learning)：体験を通じた実践的な知識の獲得や深い理解を目的とした教 

育法で，課題探求・調査・問題解決などの要素で組み立てられる。学生は，自律的で能動 

的な学習姿勢とともに，発表などの学習成果が求められる。





プレス発表資料 

平成 22年 10月 5日 

山 形 大 学 

国立大学フェスタ 2010 

学園祭の季節です!！学生たちの企画を見てください！ 

小白川キャンパスは「八 
やつ 

峰 
みね 

祭 
さい 

」。飯田キャンパスは「希 
きっ 

華 
か 

祭 
さい 

」。 

実行委員やサークルが、趣向を凝らした企画で皆さまをお待ちしています。 

☆小白川キャンパス『八峰祭』 

日 時：平成２２年１０月２３日（土） １０：００～２０：４５ 

２４日（日） １０：００～１６：００ 

上記の日時で行われるステージ企画のほか、両日行われる子どもたちのための「ハッ 

ピーパーク」や、屋台で買い物すると手に入る抽選券での豪華賞品の当たる抽選会を開 

催します。 

☆飯田キャンパス『希華祭』 

医 
い 

新前進 
しんぜんしん 

～はじめの一歩～ 

日 時：平成２２年１０月１０日（日） １０：００～１７：００ 

飯田キャンパスにおいて、しばらくぶりに開催される学園祭です。 

救急講習会（ＢＬＳ迷路）や信頼医療を築くための‘気持ち企画’など、医学部なら 

ではの企画のほか、受験生のための企画や、模擬店、フリーマーケット、ステージイベ 

ントなど多彩な企画で開催します。 

※ なお、工学部キャンパス『吾妻祭』は、先にお知らせしておりますとおり１０月９日 

（土）～１１日（月・祝）に開催されます。 

農学部キャンパス『１１月祭』は、１１月６日（土）～７日（日）に開催されますの 

で、詳細については次回の学長定例記者会見でお知らせいたします。 

（お問い合わせ） 

山形大学小白川事務部学生支援ユニット 

（学生企画・課外活動担当） 

電話：０２３（６２８）４１２１







プレス発表資料 

平成 22年 10月 5日 

山 形 大 学 

国立大学フェスタ 2010 

ツ リ ー ハ ウ ス 完 成 

学生の自主的な活動を応援し、学生の力によって山形を元気にする 

｢山形大学・元気プロジェクト｣のツリーハウスのお披露目をします。 

日 時：平成２２年１０月９日（土）１０：００～１１：２０ 

場 所：山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター上名川演習林 

「山形大学農学部ツリーハウスプロジェクト」は、山形大学の上名川演習林内に、学生の 

力でツリーハウスを建設し、演習林を学生と地域住民の憩いの場、交流の場とすることを目 

的として活動を行っています。 

このプロジェクトは、平成２２年６月に結成し、７月に「山形大学・元気プロジェクト」 

に採択され、現在、１０月９日の完成披露会に向けツリーハウス建設を進めています。 

このプロジェクトは、材料調達から実際の建設、完成後の広報活動に至るまで、すべて学 

生達自身が行っています。 

そのため、ツリーハウスに使用する木材は、地元産（山形県産）のものとするほか、ター 

ザンロープやハンモック等の遊具も設置する等、随所に学生達のこだわりが盛り込まれてい 

ます。 

なお、これら学生の活動の様子は、山形大学ＨＰ内「ＹＵＭ！」のページにて特設サイト 

を開設し、随時紹介しています。 

（ＵＲＬ：http://www.yamagata-university.jp/genki/） 

（お問い合わせ） 

山形大学小白川事務部学生支援ユニット 

電話：０２３（６２８）４１３３









プレス発表資料 

平成 22年 10月 5日 

山 形 大 学 

キャッチボールしよう ＩＮ 山形 

元プロ野球選手たちが山形にやってくる！プロの技を教わるチャンス！ 

日 時：平成２２年１１月７日（日）１３：３０～１５：３０ 

場 所：山形大学小白川キャンパスグランド（雨天時は体育館等で実施） 

講 師：田野倉利男（元中日・内野手）、松沼雅之（元西武・投手）、 

水上善雄（元ロッテ・前北海道日本ハム二軍監督）、 

寺村友和（元ヤクルト・投手）、森 忠仁(元阪神・外野手) 

対 象：年齢・性別を問わずどなたでも。４００人前後。（親子に限りません。） 

参加費：無料（ただし、参加者はキャッチボール専用球ゆうボール（５００円）を購入。） 

備 考：素手で楽しめるように開発したボールのためグローブ不要（持参も可） 

共 催：山形大学 特別協賛：ＮＴＴ東日本 

後 援：山形県、山形市、山形県教育委員会、山形市教育委員会、山形商工会議所、 

山形県、野球連盟、山形地区野球連盟、山形県体育協会、山形市体育協会、 

山形県スポーツ振興 21世紀協会 

※キャッチボールプロジェクトとは； 

キャッチボールプロジェクトは、特に大都市において、場所の減少が機会の減少に直結し、子 

供とキャッチボールしない親が出はじめていることを憂慮した現役選手の声から 06 年からスタ 

ートしたプロジェクト。現役選手たちの監修で、安全性が高く、素手でもグローブでも楽しめる 

キャッチボール専用球「ゆうボール」を開発。また“キャッチボールしよう”を合言葉に、現役 

選手や OBを講師とした 200 人から 2万人規模に至るまでの幅広いイベントの実施、 DVD や小冊子 

等の制作・配布を通じた普及活動、行政への働きかけなどを行い、2010 年はこれまで、5月（東 

京都調布市）、7月（新潟市）、8月（東京都港区）、9月（北海道函館市）で実施。 

（お問い合わせ） 

山形大学小白川事務部総括ユニット 石井 

電話：０２３（６２８）４１１２



プレス発表資料 

平成 22年 10月 5日 

山 形 大 学 

国立大学フェスタ 2010 

東京で有機ＥＬセミナーを開催 

実用化が目前にせまった有機ＥＬ。その最新技術を活用した、地方大学 

の進むべき道、地域振興や産学官連携のあり方などを探ります。 

山形大学有機ＥＬセミナー 

「地域に根ざし世界をめざす 有機エレクトロニクスの未来」 

－ 山形大学の挑戦 － 

日 時：平成２２年１１月３０日（火） １３：３０～１７：００ 

場 所：東京ステーションコンファレンス（ＪＲ東京駅八重洲北口改札口より徒歩２分） 

対 象：どなたでも ４００名（入場無料） 

プログラム： 

挨 拶 結城章夫 学長 

講 演１ 「有機 ELの紹介と可能性」（案） 城戸淳二卓越研究教授 

講 演２ 「三菱化学の次世代照明開発と大学への期待」（案） 

小林喜光 三菱化学社長 

パネルディスカッション「地方から切り拓く有機エレクトロニクスの未来」 

＜参加者＞ 

小林喜光 三菱化学社長（メーカー代表） 

山根一眞 ノンフィクション作家（地域振興プロデューサー） 

塚本 修 前経産省地域経済産業審議官（官庁代表） 

城戸淳二 山形大学地域卓越教授 

司会 福島敦子 フリーキャスター（消費者・女性代表） 

まとめ 大場好弘 工学部長 

有機エレクトロニクスは、山形大学がもっとも注力している研究課題です。 

学長の結城プラン２０１０に基づき、世界的研究拠点形成を目指し人材獲得、研究環境 

整備を進めています。 

その活動を、より多くのみなさまに知っていただくため、東京においてセミナーを開催 

します。 

（お問い合わせ） 

山形大学総務部広報ユニット 

電話：０２３（６２８）４００８



プレス通知資料 （概 要） 

平成２２年１０月５日 
山 形 大 学 

１．地域教育文化学部「金山町ふるさと壁画プロジェクト」国立大学フェスタ 2010 

(概要) 前回の学長定例記者会見をお知らせいたしました、「金山町ふるさと壁画プロジェクト」 

の壁画が完成します。 

除幕式等の日程は未定ですので、決まりしだいお知らせいたします。 

完成日時：平成２２年１０月３日（日） 

設置場所：最上郡金山町中田小学校区 国道旧１３号線道路カルバート内 

問い合わせ：山形大学地域教育文化学部 文化創造学科 八木文子 准教授 

（TEL）０２３（６２８）４３３９ 

２．工学部創立１００周年事業 国立大学フェスタ 2010 

(概要) 米澤高等工業学校初代校長 大竹多氣は、当時の日本染織業界にシェブルールの配 

色論を導入し、豊田自動織機開発に多大なる影響を与えた人物です。 

創立１００周年を記念して、多氣の子孫である大竹俊樹氏の記念講演と展示会を開催し 

ます。 

【記念講演会】 

日 時：平成２２年１０月９日（土） １３：００～ 

場 所：工学部大示範教室（米沢市・工学部キャンパス） 

【米澤高等工業学校初代校長 大竹多氣展】 

日 時：平成２２年１０月９日（土）～１５日 ９：００～１６：００ 

（ただし、１０日（日）・１１日（月・祝）は１３：００～１６：００） 

場 所：工学部図書館３階（米沢市・工学部キャンパス） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部企画総務チーム 

（TEL）０２３８－２６－３００５ 

山形大学工学部図書館 三角 

（TEL）０２３８－２６－３０１９



３．工学部荒川サテライト・オープンカレッジ「事業収益性を高めるために本当は必要なこと」 

(概要) 工学部荒川サテライトで初めて開催する、高い収益性と成長を促すための戦略経営セミ 

ナーです。 

【高収益経営・戦略論】 

日 時：平成２２年１０月３０日（土）、１１月１３日（土）、１１月２７日（土）、１２月１１（土） 

１３：３０～１８：００ 

場 所：セントラル荒川ビル４階研修室（東京都荒川区荒川） 

講 師：志村 勉（山形大学大学院理工学研究科 教授、工学部荒川サテライト長） 

定 員： ２８名 

受講料： ２０，０００円 

【中小企業・革新的経営論】 

日 時：平成２３年１月１５日（土）、１月２９日（土）、２月１２日（土） １３：３０～１８：００ 

場 所：セントラル荒川ビル４階研修室（１月１５日のみサンパール荒川 集会室） 

講 師：柴田 孝（山形大学産学連携教授、国際事業化研究センター副センター長） 

定 員： ２８名 

受講料： １５，０００円 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部荒川サテライト 

（TEL）０３－６８０６－７９０１ 

４．「市民後見人養成講座」 

(概要) 山形県には、認知症や知的・精神・発達障害の人が３万人ほど暮らしています。このよう 

な方々の生活を見守り、必要な代理行為を行うのが後見人の仕事です。 

いま、日本中で後見人が求められています。市民後見人養成講座は、成年後見を詳し 

く知りたい人や、後見人になることを目指す山形県民を対象とする１年間、１２８時間にわ 

たる教育プログラムです。 

【成年後見に関する座学（３時間×９回＝２７時間）】 

日 時：平成２２年１０月３０日（土）～平成２３年７月９日（土） 

【成年後見に関する体験活動（のべ１００時間程度）】 

日 時：平成２２年１１月１４日（日）～平成２３年９月 

【修了式】 

日 時：平成２３年１０月２９日（土） 山形大学 

場 所：山形会場 医学部大教室（山形市・飯田キャンパス） ９：００～１２：００ 

米沢会場 米沢信用金庫大会議室（米沢市大町 5-4-27） １４：３０～１７：００ 

定 員： 山形会場 １００名、米沢会場 １００名 

受講料： ３１，５００円 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学企画部社会連携・図書・情報ユニット 矢口 

（TEL）０２３－６２８－４８４０



５．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

当日の取材をよろしくお願いいたします。 

○工学部「百周年記念会館落成式典」挙行 

日 時：平成２２年１０月９日（土） １４：３０～１５：２０ 

場 所：工学部大示範教室（米沢市・工学部キャンパス） 

問い合わせ：山形大学工学部企画総務チーム 

（TEL）０２３８－２６－３００５ 

○工学部重要文化財コンサート「ルネサンス・カフェ 癒しの響き」国立大学フェスタ2010 

日 時：平成２２年１０月９日（土） 開場１４：３０ 開演１５：００ 

場 所：工学部重要文化財内（米沢市・工学部キャンパス） 

申込み受付：平成２２年９月８日（水）１０：００～電話受付。定員１００名 

入場無料です。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部企画総務チーム 

（TEL）０２３８－２６－３００５ 

○大学祭「第１６回 吾妻祭～僕らが繋ぐこの瞬間～」国立大学フェスタ2010 

☆平成２２年１０月９日（土） ｉｎ米沢女子短期大学 

オープニングイベント、各種企画 

清水翔太ライブ 開場１６：００ 開演１７：００ 

☆平成２２年１０月１０日（日） ｉｎ山形大学工学部 

各種企画、屋台・展示・研究室公開・フリマ 

☆平成２２年１０月１１日（月） ｉｎ山形大学工学部 

各種企画、屋台・展示・研究室公開・芸人ライブ（弾丸ジャッキー） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部・米沢女子短期大学合同学園祭「吾妻祭」実行委員会 

吾妻祭ＨＰ⇒ 

http://sky.geocities.jp/azumasai2010/azuma/10azumasaitop.html 

○人文学部公開講座「嵐の中の日本企業－再生への道標－」国立大学フェスタ2010 

日 時：平成２２年１０月１２日（火）～１１月９日（火） １８：３０～２０：１０ 

場 所：人文学部２階 ２０５教室（山形市・小白川キャンパス） 

対 象：一般市民・大学生・高校生 定員３０名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学人文学部事務ユニット 

（TEL）０２３－６２８－４２０３



○附属博物館「植物の魅力を訪ねて」国立大学フェスタ 2010 

日 時：平成２２年１０月１６日（土）～１０月３０日（土） １３：３０～１５：００ 

（毎週土曜日 全３回） 

場 所：小白川図書館１階 シアタールーム（２３日、３０日）（山形市・小白川キャンパス） 

山形市野草園（１６日） 

対 象：一般市民 定員３０名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学附属博物館 

（TEL）０２３－６２８－４９３０ 

○理学部公開講座「ＤＮＡでつなぐサイエンス」国立大学フェスタ2010 

日 時：１日目 平成２２年１０月２３日（土）１３：００～１６：３０ 

２日目 平成２２年１０月２４日（日）１０：００～１７：００ 

会 場：山形大学ＳＣＩＴＡセンター 

山形大学理学部先端科学実験棟４階大講義室 

対 象：一般の方（高校生以上） ４０名（ＤＮＡ実験のみ定員あり） 

受講料：１，０００円 

申込み期間：平成２２年９月１５日（水）～１０月１５日（金） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学理学部事務ユニット 公開講座担当係 

（TEL）０２３－６２８－４５０５ 

○山形大学生活協同組合シンポジウム「ひろがれ 弁当の日 in 山形」 

日 時：平成２２年１１月３日（水・文化の日） １３：００～１６：００ 

場 所：山形大学第一体育館（山形市・小白川キャンパス） 

対 象：どなたでも ７００名（先着・参加申込が必要です。） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学生活協同組合 

（TEL）０２３－６４１－４３８０



○保健管理センター公開講座「発達障害の理解と支援について－思春期を中心に」 

国立大学フェスタ 2010 

日 時：平成２２年１１月５日（金） １８：００～２０：００ 

場 所：基盤教育２号館 ２１１番教室（山形市・小白川キャンパス） 

講 師：山形県立鶴岡病院 神 田 秀 人 氏 

受講対象：一般市民、本学学生・教職員 １００名 

問い合わせ：山形大学保健管理センター 

（TEL）０２３－６２８－４１５４ 

○工学部ひらめき☆ときめきサイエンス「有機の光を体験しよう」 

日 時：平成２２年１１月１３日（土） １０：００～１６：００ 

（受付は９：３０～） 

場 所：工学部（米沢市・工学部キャンパス） 

対象者：中学生 ２０名 

申込締切日：平成２２年１０月３１日（日） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部研究支援室 

（TEL）０２３８－２６－３００４





猪苗代湖

会津若松城下

熱塩村

常世村

濱崎村

塩川村

米沢市

明治3年9月ごろ塩川より舟で阿賀野川を下る

新潟港

多氣誕生

2歳の頃一度会津に帰る
弟甲子五郎誕生

五戸村（青森県三八郡五戸町）

斗南藩

北海度渡島国戸切地陣屋（現在：北斗市、函館市の隣）

松田家小樽へ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

ⅥⅦ

Ⅷ

Ⅸ

江戸会津藩上屋敷（江戸城内和田蔵門）

有馬私学校
（芝赤羽橋か三田？）

アメ
リカ
の蒸気

船で斗南に向う

東京２３区の地図

慶応４年２月２２日会津に帰国命令

慶応２年８月２３日西軍侵入

５歳１１ヶ月～６歳

１２歳

２歳

３歳～５歳

８歳～１１歳

１２歳まで大竹多氣のたどった軌跡
歴史に翻弄された幼児期

５歳の時（慶応３年）大竹作右衛門と養子縁組をした。
大竹家で生活するようになったのは斗南藩に入ってか
らと考えられ、それまでは松田家ですごしている。
松田家は北海道に入植定住するが、斗南藩を経由して
入植したのか、直接入植したのか詳細は分からない。

ちょっとした歴史と地理の知識
塩川町（現在：喜多方市塩川町）　濱崎村（現在：福島県河沼郡湯川村）

常世村（現在：喜多方市塩川町、塩川の東北３キロの所にある村）
熱塩村（現在：喜多方市熱塩加納町）　当時は旧大峠は間道で出入り禁止であったので会津の袋小路で隠れるのにいい場所であった。

当時の米澤ー会津街道は、米沢市綱木ー桧原峠ー大塩温泉ー熊倉ー塩川である。おおよそ７０km

この時代は、９代藩主松平容保が京都守護職の命を受け、
会津藩が時代の潮流にのみ込まれる時期と一致する。

塩
川
は
江
戸
時
代
の
湊
町
で
、
会
津
か
ら
は
廻

米
、
関
西
か
ら
は
塩
や
海
産
物
が
、
こ
こ
を
経

由
し
た
。
ま
た
、
米
沢
街
道
の
宿
場
町
で
も
あ

り
、
会
津
で
は
最
も
大
き
な
商
業
町
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
に
な
る
と
交
通
網
の
整
備
に
よ

り
往
時
の
賑
わ
い
は
失
わ
れ
、
ま
た
静
か
な
町

に
戻
っ
た
。

多
氣
は
濱
崎
村
で
生
活
し
、
そ
こ
か
ら
塩
川
村

の
郷
校
に
通
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
村
は
多
氣
の

会
津
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

（
お
お
よ
そ
８
歳
ま
で
）






















































